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AI推進を阻む壁と、
解決に向けた泥臭いアプローチ
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自己紹介

2005年よりシステム会社にて基幹系ソフトウェア、
医療系・電鉄系の組込みソフトウェアの開発に従事。

その後、WEBサイト・システムへの開発に携わり、
2015年にGiftpadへ参画。eギフトのシステム開発から
地域通貨アプリ『region PAY』の開発など、
Giftpadの主要なシステム・ソリューションの開発運用を統括。

最近、MacBook Proから軽量なWindowsに乗り換えたい気分
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「環境さえ用意すれば皆使うはず」
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Lv3（使用？）
「へぇ、すごい
ね！便利だね！
使ってみるわー」

Lv2（理解）
「文章とか要約して
くれるんでしょ？
知ってるー」

Lv1（名前）
「AIすごい
流行ってるよね」

Lv4（便利さ）
「議事録をAIに
させたら３０分
から５分になったぜ」

Lv5（必須）
「え、まだ使ってない
の？仕事のやり方、
変えたほうがいいよ」多くの人がここで完全に立ち止まる

知見の５レベルと、超えられない谷
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なぜエンジニアですら
立ち止まってしまうのかあるある

俺はAIより早く出来る派

「ビジネスロジックが頭に叩き込まれていて、AIに負けないから不要！！！！！」
長年培ってきた自分の専門性や優位性が道のツールに脅かされることへの恐れ

AIの回答を信じたら死ぬ派

「ハルシネーションがあるんでしょ？使えねえじゃん。はぁ」
過去の不正確な回答による失敗体験への恐怖

俺の仕事に関係ない派

「俺のやってることはAIじゃできないから結構です。」
最初から関心・危機感がない



革命のスピードと、
「手遅れ」への残酷なタイムライン
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「寄り添う」泥臭いアプローチ
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「自分でもイケるかも」という小さな成功体験を、手遅れになる前に１対１で積ませる草の根活動
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「社長がハマったから全社で使え！」という号令、
きっかけは良いが、現場の課題と乖離してやらされ仕事になる。

トークン消費量や利用回数を評価指標にする。
本来の「生産性向上」を見失い、無駄にAIを叩いてKPIを
稼ぐようになる。

「AIがそう言ったから」が成果物の根拠になる。
事実確認、自身の“考える“を放棄してしまい、
自ら「自身の不要」を体現してしまう。

推進で気をつけたいポイント
良かれと思ってやりがちな、逆効果になりうる落とし穴

トップダウンの強制

トークン消費量をKPIにする

AIの答えを鵜呑み
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相手の「現実」と「解決策」を
結びつける
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相手の「現実」と「解決策」を
結びつける

会議メモが毎回しんどい

仕様理解に時間がかかる

レビューが重い

問い合わせ対応が多い

議事録の作成を任せる

既存仕様を食わせて“質問相手”にする

初回レビュー観点の洗い出しをさせる

回答ドラフトを作らせる

「AIで何ができますか？」ではなく、

「今、何がしんどいですか？」から始める。
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明日から出来る、一歩
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最後に余談：エンジニアとしての自分

長く開発をやってきた私自身、
AIの方が速く、バグも少ない現実を前に、
自分の優位性が一瞬で失われたような感覚になることがあります。

でも、だからこそ今は、
「AIに置き換えられない自分」ではなく、
「AIを使って次に何をする自分になるか」を考えています。

皆さんは、この変化にどう向き合っていますか？
また後ほどの懇親会のときにお話させていただければ幸いです。



Thank You
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